
第１8回例会 2014.11.17-2014.11.23  [ 会長挨拶 ] 

会長：東 岳也 

みなさん、こんにちは。2730ジャパンカレントロータリーＥクラブ第 18回例会を開催い

たします。 

今 月はロータリー財団月間でありますが、その歴史は古く、1917年アーチＣ.クランフ

RI会長が「世界でよいことをするために」基金の設置を提案し、最初 のの寄付金であ

る米貨 26 ドル 50セントをミズーリ州にあるカンザスシティロータリークラブから受領し

たことから始まります。 

その 後、1928年にロータリー財団という名称に変更され、1929年には、財団初の補

助金としてロータリアンだったエドガーＦ.”ダディー”アレンが創設し た国際障害児教

会へ 500 ドルが送られました。そして、1947年、ロータリー創設者のポール・ハリスが

亡くなると、多くの人びとから国際ロータリーに寄 付が寄せられ、この寄付は「ポー

ル・ハリス記念基金」となって、その後のロータリー財団の発展のために役立てられま

した。 

今回はその後に行われた主な財団プログラムの変遷を会長挨拶の代わりに記載して

おきます。 

1947年 

財団初のプログラム「Fellowships for Advance Study（高等教育のためのフェローシッ

プ）」を開始し、18名の大学院生に留学するための奨学金を提供し、このプログラム

は後に「国際親善奨学金」として知られるようになる。 

1957年 

ロータリー財団に米貨 1,000 ドル以上の寄付をした人に贈られるポールハリスフェロ

ー認証が開始される。 

1965～66年 

財 団が新たに「研究グループ交換（GSE）」「Awards for Technical Training（技術研修

のための補助金）」「Grants for Activities in Keeping with the Objective of The Rotary 

Foundation（ロータリー財団の目的を果たす活動のための補助金、後の「マッチング・

グラント」）」の 3つのプログラムを開始。 



1978年 

「保健、飢餓追放、人間性尊重（3-H）補助金プログラム」を開始。3-H補助金のプロジ

ェクト第一号として、フィリピンの 600万人の子どもたちにポリオの予防接種を 5年間

のプロジェクトが開始される。 

1985年 

全世界でポリオの撲滅をめざす「ポリオプラス・プログラム」が財団の公式プログラム

として設置、RI理事会理事が開発途上世界の 5億人の児童に対し、ポリオの予防接

種を行う目標を採択し、米貨 1億 2千万ドルを目標として開始される。 

1987～88年 

初めての平和フォーラムが開催され、これが「ロータリー平和フェローシップ」創設の

きっかけとなる。 

1988年 

フィラデルフィア大会にて、ロータリアンが世界的ポリオ撲滅支援の目的で、米貨 2億

4 千万ドルを調達したと発表される。世界保健機関、ユニセフ、米国防疫 センター他、

多数の国家政府に加わり、国際ロータリーは、ロータリーの 100周年に当たる 2005

年までにポリオ撲滅を証明する世界的活動の卓越したパー トナーとなる。 

1994年 

西半球がポリオの無いことを宣言し、恒久基金新募金計画が開始される。 

1999年 

第 1万号の同額補助金が授与される。国際間題研究のためのロータリー・センターが

設立される。財団管理委員会が、ロータリーの 100周年に当たる 2005 年までの各年

に米貨億 2,500万ドルを調達するため、1人当たりの年次寄付額を米貨 100 ドルとす

る目標を定める。 

2000年 

西 太平洋地域がポリオの無いことを宣言し、ロータリーが世界的ポリオ撲滅に費や

した資金総額が、米貨 5億 7800万ドルを超える。脊髄性小児麻痺を予防する ポリ

オ・ワクチンを受けた児童の数が、20億人を超える。世界的撲滅証明の目標年であ



る 2005年までに、ロータリーは米貨 5億ドルを費やすことになる。 1947年以来、110

カ国からの 55,000人以上の国際親善奨学生に奨学金が授与され、その総額は米貨

およそ 5億 7700万ドルとなる。 

2001年 

第 1期の世界平和奨学生に奨学金全額が支給され、地域社会援助プログラムおよび

人道的物資の輸送補助金プログラムが設立される。ロータリー財団準フェロー・プロ

グラムが再開される。 

2008年 

ポリオ撲滅活動への支援に向け、ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団から授与された 1

億ドルの補助金に上乗せする 1億ドルを集めることを目指したロータリーのチャレンジ

が正式にかいしされる。 

2009年 

ゲイツ財団から 2回目の補助金として 2億 5500万ドルが授与され、これに上乗せす

る2億ドルを集めることを目指したロータリーのチャレンジが開始され、これをきっかけ

に「END POLIO NOW」の目標を掲げ活動を強化することになる。 

2013年 

世界中のロータリアンがグローバルなニーズに応えられるよう、新しい補助金モデル

（地区補助金、グローバル補助金、パッケージ・グラント）を導入。 

1917年に 26ドル 50セントの寄付から始まったロータリー財団は、10億ドル以上の寄

付を受けるほどの大きな財団に成長しました。財団はこうして多くの方々に支えられ、

人道的分野や教育面での支援活動を続けています。 

 


